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夢育て・たちかわ子ども 21プラン推進会議 議事要旨 

会議名 第３期夢育て・たちかわ子ども 21プラン推進会議（第２回）   

日時 令和元年 11月 13日(水)18時 30分～20時 30分  

出 席 

藤本知香、佐藤奈々、井村良英、井𡈽満、唐亀康司、小畑くるみ、進藤祐貴子、 

安部芳絵、米原立将、坂下香澄、佐藤米子、水野夏美、 

栗原一雄、飯野結香、横内幸子、松本零、伊藤梓、石川拓海、赤瀬瞳 

[事務局] 横塚子ども家庭部長、伊藤子育て推進課長、石井、海野 

[関係部署] 

初鹿子ども家庭支援センター長、竹内子ども育成課長、三輪保育課長、 

江頭保育振興担当主幹、鈴木健康推進課長 

[株式会社地域計画連合]相羽主任研究員、栁坪主任研究員 

欠 席 山中ゆう子、畔田世紀子、宮田章子、石井直行、丹野日和、角田健太朗、吉田祐太 

配布資料  

(1) 委員名簿 

(2) 子ども・子育て支援事業計画における量の見込みと確保策について 

(3) 理念、プランの基本的な考え方 

(4) 第 4次夢育て・たちかわ子ども 21プラン体系案 

(5) 第 4次夢育て・たちかわ子ども 21プラン施策案 

(6) コラム検討一覧 

(7) クリアファイル 

会議場所  立川市役所 101会議室 

１．任命式 

・第１回推進会議に欠席された委員に対して辞令伝達を行った。 

 

２. 関係部署自己紹介 

 

３．量の見込みと確保策 

・資料(2)に基づき、事務局より説明がなされた。 

 

４．第４次夢育て・たちかわ子ども 21プラン策定について 

・資料(3)～(5)に基づき、事務局より説明がなされた。 

 

・上記２及び３に関連して、主な意見・質問は以下の通り： 

-  認可保育園では２人目以降は保育料が半額になる制度があるが、企業主導型保育園はない。

制度が異なるのが気になる。 

 

- 子育てひろばに参加するような、0歳児のお母さん方は地域の人材としてかなり潜在的な能力

があると思う。つながりをつくっていけると良い。 

- 人気のある子育てひろばとはどういうところなのか。 
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→（事務局）子ども未来センターの中にある、くるりん子育てひろばが最も人気。新しいこ

とと駐車場があるということで、設置当初は市外からも利用があった。 

 

-  子どもショートステイの利用状況は？ 

→（事務局）対象は２歳から、１回の利用は６泊７日まで。定期的に使っている方がいるか

いないかによって実績数値は変わる。 

 

- ショートステイについて、家庭の事情により、子ども自身が利用したいという場合、対応はで

きないか。 

→（事務局）ショートステイは保護者の事情で対応しているのが現状。そもそも、ショート

ステイを利用する（親と子どもが一時的に分かれて生活する）ことで、家庭の事情が解決

されるのか、ということが問題であり、最初にその事情を確認する必要がある。 

→（委員）今の指摘はすごく大事で相談体制、オンブズマンといったことをプランに入れ込

んだ方が良い。 

- 放課後児童健全育成事業に関連して、ランドセル来館が待機児童を対象にしているのはなぜ

か。 

→（事務局）安全上の観点から、ランドセル来館は学校側と名簿の交換を行い、もし来館し

なかったら問合せもする形としている。この背景で対象を限っている。 

 

- 児童館を増やす予定はないのか。子どもの居場所を考えると、待機の解消は必要だと思う。 

→（事務局）現時点では、児童館を増やす予定はない。 

 

- 病児保育の枠をもう少し増やすことはできないか。 

→（事務局）本市では、子どもの安全面から、病院と併設で行っているため受け入れ先は限

られている。また、通年での利用状況を踏まえると、これ以上増やすことは難しい。 

→（委員）働き方の問題、施設のみに集中しない支援体制づくり等、今後、検討していきた

い。 

 

- 子ども委員会と若者会議の施策について、今、別々のところ、１つに統合するということだが、

別々では駄目なのか。 

→（事務局）子どもたちの意見を反映する機会（若者世代対象のタウンミーティング等）を

設けているが、現時点では、若者会議等を新たに設置する予定はないため、統合とした。 

 

- プレーパークを削除ということだが、これは第３次の計画から後退することになるのでは。 

→（事務局）第２次では掲載したが、現時点、実際プレーパークの計画は難しいため削除と

した。かつて、たまがわ・みらいパークでプレーパーク的な活動をしていたことがあった

が、今は市内でそういった活動をやっているところはない。違う形で子どもの遊び場を応

援する形にはしたい。 

→（委員）放課後子ども教室で遊びなどもやるということだが、それは月１～２回と限られ

ており、物足りない。 
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→（事務局）回数を増やすことを考えていきたい。 

→（委員）やはり、プレーパークについては本プランで残して頂きたい。 

 

- 児童虐待、DV、貧困問題に関連して、社会的養護に関する部分がプランでは少ないように感じ

る。また、特別な配慮を必要とする家庭ということで、「ひとり親」というキーワードはある

が、外国籍の子どもにも留意する必要がある。 

→（事務局）DVについては、立川市第 7次男女平等参画推進計画に含まれている。 

→（委員）包括的な相談窓口なり、権利救済の機関がないと対応が難しいと思うため、オン

ブズマンの設置については検討して頂きたい。 

 

- 本市で外国籍の児童・生徒の中で、未就学の子どもは把握しているのか。 

→（事務局）住民票がある子どもにおいて、未就学の子どもは 0人。 

→（委員）外国人の方も含めて、情報へのアクセスが限られている方もいるのでそのフォローも

必要（例、家でネット環境が整っていない）。 

→（委員）虐待防止の観点からもサポート面談（妊婦に対して）、その後の出産、子育ての切れ

目のない支援を充実させてほしい。 

→（委員）計画にある子育て包括支援がそのような機能をきちんと持っていけるようにする。 

 

５．コラムについて 

・資料(6)に基づき、執筆者の決定を行った。 

・担当が決まっていないテーマの執筆者については事務局一任とする。 

・コラム原稿〆切は 12/15 

 

６．その他 

（１）今後の流れ 

・12月議会の厚生産業委員会に第４次夢育て・たちかわ子ども 21プラン体系案を報告 

・12/5 企画部会にてプラン案について検討→それ以降、委員とはメール等を中心にやりとりをす

る。 

 

（２）各委員からの報告 

・たまがわ・みらいパーク祭りが無事終了した。 

・チャイルドラインたちかわにて受け手養成講座（12/13）を子ども未来センターで開催予定。 

・生徒会・児童会サミットにてクリアフォルダ配布予定。 

・立川市手をつなぐ親の会関連で、立川市障害者週間に立川キャラバン隊を開催。 

 

（３）次回会議 

・１/17（金）市役所１０１会議室 ６時半～８時半 

以上 

 

 


